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人のうごき（平成21年２月28日現在）／人口 2,869人（－13）　男 1,397人（－9）　女 1,472人（－4）・世帯数  932（±0） 

主な内容 小中学校校舎建築について……………2・3　　佐那河内小学校掲示板…………………8・9　　 

新校舎での初めての卒業生（昭和45年3月撮影） 

※　佐那河内小学校　百年のあゆみより 

旧校舎での最後の卒業生（平成21年2月19日撮影） 

いよいよ今年の夏休み明けから、佐那河内小学校の解体作業が始まります。 

思い出がいっぱいつまった校舎とももうすぐお別れです。 

卒業生　72人 

男　子　35人 

女　子　37人 

卒業生　21人 

男　子　 8人 

女　子　13人 
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２
月
12
日（
木
）佐
那
河

内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

並
び
に
佐
那
河
内
保
育
所

保
護
者
会
会
長
の
連
名
で
、

村
長
宛
に
陳
情
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。陳
情
書
を
受
け
取
っ
た
村
長
か
ら
は「
保
護
者
か
ら
の
要
望
を
重
く
受
け

と
め
、新
年
度
の
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

陳
情
の
主
旨 
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『
明
る
い
鉄
筋
３
階
建
に
、
児
童
本
位
の
設
備
に
も
配
慮
』

　　

こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
昭
和　

年
１
月
１
日
に
発
行
さ
れ
た
、『
広
報
さ
な
ご
う

４５

ち
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
記
事
に
は
、『
児
童
本
位
の
学
校
と
し
て
、
明
る
く
衛
生
的
で
し
か
も
便

利
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
各
室
に
電
灯
を
付
け
る
ほ
か
、
各
教
室
の
廊
下
に
は

手
洗
い
設
備
を
、
ま
た
便
所
も
各
階
ご
と
に
中
央
に
設
け
、
窓
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

に
す
る
な
ど
、
完
成
す
る
と
統
合
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
素
晴
ら
し
い
小
学
校
が

出
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。』
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
小
学
校
は
、
昭
和　

年
4
月
、
村
内
の
3
小
学
校
を
廃
止
、
統
合
一
本

44

化
さ
れ
、
校
名
が
佐
那
河
内
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
校
舎
建
築
に
は
2
年
間
を
要
し
、
昭
和　

年
4
月
か
ら
中
川
原　

番
地

46

30

の
新
校
舎
で
全
児
童
の
授
業
が
行
わ
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
小
学
校
は
昭
和　

年
に
統
合
さ
れ
、
佐
那
河
内
小
学
校
と
し
て
初
め

４４

て
の
卒
業
生
は
、
表
紙
の
昭
和　

年
３
月
卒
業
の
皆
さ
ん
な
の
で
す
が
、
校
舎
が

４５

全
て
完
成
し
て
初
め
て
の
卒
業
生
と
い
わ
れ
れ
ば
、
昭
和　

年
３
月
に
卒
業
さ
れ

４７

た
皆
さ
ん
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
校
舎
完
成
当
時
、
小
学
生
だ
っ
た
人
に
思
い
出
話
を
聞
く
と
、『
教
材
や
机
・

椅
子
な
ど
の
引
っ
越
し
が
大
変
だ
っ
た
』
そ
う
で
す
。

　

現
在
進
ん
で
い
る
、『
佐
那
河
内
小
中
学
校
一
体
型
校
舎
改
築
事
業
』
に
お
い
て

も
、
昨
年
７
月
か
ら
５
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て
の
学
校
づ
く
り
。
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
が
一
緒
に
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
や
設
備
を
兼
ね
備
え
た
学
校
づ
く
り
。

そ
し
て
何
よ
り
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
通
え
る
学
校
づ
く
り
。
新
し
い
学

校
に
思
い
描
く
夢
や
希
望
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
と
同
じ
く
ら

い
不
安
や
心
配
に
思
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
不
安
や
心
配
が
ゼ
ロ
に

な
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�
変
わ
る
�
こ
と
は
と
て
も
不
安
で
す
。

　

し
か
し
、そ
の
不
安
を
み
ん
な
で
支
え
て
い
け
る
よ
う
、教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、

小
中
両
教
員
、小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、そ
し
て
、地
域
全

体
で
協
力
し
な
が
ら
新
し
い
校
舎
づ
く
り
、学

校
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、県
下
唯
一
の
村

に
あ
る
、唯
一
の
学
校
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い

も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
よ
い
よ
小
学
校
の
解
体
を
夏
休
み
明
け
に

控
え
、
現
在
、
小
学
校
の
庭
木
な
ど
の
移
転
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
３
月
中
旬
に
完
了

予
定
）

移植作業

・
地
産
地
消
を
め
ざ
し
、佐
那
河
内
村
内
で
の
給
食
存
続

を
望
み
ま
す
。

★
生
き
た
食
育
が「
生
き
る
力
」と
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。

★
農
業
の
盛
ん
な
村
で
、地
産
地
消
の
給
食
を
望
み
ま

す
。

 

★
安
全
・
安
心
の
学
校
給
食
を
望
み
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、設
備
の
整
っ
た

プ
ー
ル
へ
の
改
築
を
望
み
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
水
泳
指
導
が
受
け
ら
れ

る
プ
ー
ル
を
望
み
ま
す
。

・
各
種
学
校
行
事
・
村
行
事
に
対
応
で
き
る
文
化
活
動
が

行
え
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
望
み
ま
す
。

★
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、住
民
同
士
が
芸
術
交
流
や

世
代
間
交
流
が
で
き
る
場
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行

う
の
に
十
分
な
ホ
ー
ル
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
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村の学校づくり検討委員会 

　２月21日をもって終了したワークショップでは、 

　村民の皆様より貴重なご意見をいただきありが

とうございました。 

　ご意見、ご要望をもとに現在設計者が基本設計

の作業を進めていますが、地域開放にむけた多目

的ホールの広さ、教室や職員室、図書室の配置など、

学校づくりの骨格にかかる点については、村の方

針を最終決定し、その決定内容に基づき３月末ま

でに基本設計を完成させることとなっています。 

　その方針を決めていくのが、「村の学校づくり検討委員会」です。委員長に、東洋大学長

澤悟教授、副委員長に日本建築学会四国支部副支部長の木村政文さん、委員に小中学校両校長、

ＰＴＡ会長、保育所保護者会会長、学識経験者を選任し、２月15日に第１回検討委員会を開

催しました。 

　検討内容の主な点については、①職員室の配置、②図書室の配置と地域開放、③体育館の

広さやキャットウォークの配置④中学校の教室のあり方などを議論しました。特に体育館や

多目的ホール、図書室の地域開放をどのように進めるのかを、児童・生徒の学ぶ場として安

全面の確保、安心して生活できるためにはどのようにすれば良いのかを議論しています。 

　この検討委員会は３月末までに方針を決め、村に答申する準備作業を進めています。また、

４月以降についても、検討委員会を開催し、実施設計に関する議論をおこなっていくことに

なります。 

　検討委員会の答申については、次号でお知らせします。 

 

 【第５回ワークショップでは具体的な模型を 

 　　　　　　　見ながら検討をおこなった。】 

今後の予定 

３月下旬　仮設校舎入札 

　　　　　植木移転完了 

　　　　　地質調査終了 
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平成20年4月1日
職 員 数

平成19年度中平成19年4月1日
職 員 数区　　　　分 退職者数採用者数

474051

　地方公務員法の一部改正により平成17年度から地方公共団体の職員の任用、給与、服務、勤務時間その

他の勤務条件など人事行政の運営状況について公表することが、義務づけられました。佐那河内村職員の

人事行政の運営等の状況についてお知らせします。

（1）　職員数の状況 （単位：人）

１．職員の任免及び職員数に関すること

（2）　部門別職員数の状況と主な増減理由 （単位：人）

主 な 増 減 理 由
対前年度
増 減 数

職　員　数区 分
部 門 平成20年度平成19年度

課の統廃合によるもの

11議 会

一　

般　

行　

政

99総 務
＋143税 務
－2911民 生

33衛 生
－156農 林

11商 工
－134土 木
－33538計

退職による減－178教 育特
別
行
政 －178計

22水 道公
営
企
業
等

11下 水 道
22そ の 他
55計

－44751合　　　　　計

職 員 数職　　　名

7課 長 等

1保 育 所 長

12課 長 補 佐 等

－主 任 保 育 士

15係 長 等

4主 事 等

1保 健 師

4保 育 士

3用務員・調理員

47計

 （単位：人）

人人人人人人人人人人人人人人事事事事事事事事事事事事事事行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政のののののののののののののの運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況をををををををををををををを公公公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表表表ししししししししししししししまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす人事行政の運営等の状況を公表します

人件費率　（B／A）人　件　費　（B）歳　出　額　（A）住民基本台帳人口（平成20年3月31日）区　　分

21.9％466,615千円2,130,010千円2,908人19　年　度

（1）　人件費の状況（普通会計決算）

２．職員等の給与の状況

人件費とは特別職の給与、各種委員報酬、職員給与、退職手当、組合負担金、共済費等をいいます。

（3）　特別職・議員の報酬（月額）

期末手当支給割合
給　料　・　報　酬　月　額

区　　分
差　　　　　額条例での給料・報酬減額後給料（20％）・報酬（10％）

６月期
　　1.6月分

12月期
　　1.7月分

△147,000円735,000円　　588,000円村 長

  △59,300円593,000円　　533,700円副 村 長

  △99,000円549,000円以下450,000円教 育 長

  △26,000円260,000円　　234,000円議 長

  △22,200円222,000円　　199,800円副 議 長

  △18,600円186,000円　　167,000円議 員

職員手当には退職手当を含まない。給与費は９月補正後の予算に計上された額。

（2）　職員給与の状況（普通会計決算） （単位：千円）

１人当たり給与費
（B／A）

給　　　　　与　　　　　費職　員　数
（A）

区　　分
計　（B）期末・勤勉手当職員手当給　　料

6,168259,06068,17024,660166,23042人20　年　度

（4）　職員の平均給料月額及び平均年齢（平成20年4月1日、給与実態調査）

平均年齢平均給料月額

42.3歳332,400円一 般 行 政 職

52.0歳309,500円技 能 労 務 職

※一般行政職とは、福祉職（保育士）、税務職、看護職（保健師）、企

業職（簡易水道）を除く、一般的行政事務に従事する職種です。
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（5）　職員の初任給の状況 （平成20年4月1日、給与実態調査）

技能労務職行　政　職区　　　　　分

135,600円140,100円佐那河内村
高 校 卒

120,200円140,100円国 の 制 度

172,200円佐那河内村
大 学 卒

172,200円国 の 制 度

（※試験区分により初任給は決定）

（6）　職員の経験年数別、平均給料月額の状況 （平成20年4月1日、給与実態調査）

経験20年以上
 25年未満　　 

経験15年以上
 20年未満　　 

経験10年以上
15年未満　　 

区　　分

348,300円283,900円243,300円一般行政職

（7）　一般行政職の級別職員数の状況 （平成20年4月1日、給与実態調査）

計６　級５　級４　級３　級２　級１　級区　　分

3057459－職 員 数（人）

100.016.723.313.316.730.0－構 成 比（％）

（8）　ラスパイレス指数の状況（平成19年度）

一　般　行　政　職区　　　　分

100.0国

 97.6佐 那 河 内 村

ラスパイレス指数は、一般行政職職員の給料月額か
ら算出する数値で、国家公務員を100とした場合に、
当該市町村の給与の水準がどのくらいであるかを表し
ています。

（9）　扶養手当の状況 （平成20年4月1日現在）

配偶者がない場合配偶者が扶養親族でない場合配偶者が扶養親族の場合扶 養 親 族

13,000円配 偶 者

11,000円6,500円 6,500円子、父母等のうち1人目

 6,500円6,500円 6,500円子、父母等のうち2人目

 5,000円5,000円 5,000円16～22歳の子の加算

（１０）　通勤手当の状況 （平成20年4月1日現在）

支　　給　　月　　額

1,500円１km以上２km未満
自家用車等の
利用者

4,100円２km以上１０km未満

6,500円１０km以上

（１１）　期末勤勉手当の状況 （平成20年4月1日現在）

計１２　月　期６　月　期

3.00月分1.60月分  1.40月分  期 末 手 当

1.50月分0.750月分0.750月分勤 勉 手 当

役職段階別加算措置（３級以上）　　　　　有

（１２）　退職手当の状況 （平成20年4月1日現在）

勤　　　　　続　　　　　年　　　　　数
種　　分

最　高　限　度35　　年30　　年20　　年

59.28月分47.50月分41.50月分23.50月分自 己 都 合

59.28月分59.28月分50.70月分30.55月分定 年 ・ 勧 奨

（１３）　住居手当の状況 （平成20年4月1日現在）

区　　　分

月額23,000円の家賃等を支払っている職員…家賃の月額から12,000円を控除した額
月額23,000円を超える家賃を支払っている職員…最高限度額27,000円

借家・借間居住者

世帯主である職員　　3,500円自 宅 居 住 者

（１４）　管理職手当の状況 （平成20年4月1日現在）

削減前の率削減後の率

参事　　12％
課長　　10％
主幹　　  8％

参事　　10％
課長　　  8％
主幹　　  6％

管理または監督の地位にある職員に対しての支給

　給料月額×役職に応じた率

（１５）　時間外勤務手当の状況

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
・時間外勤務１時間につき…当該職員の時間単価×100分の125
　（22時から翌朝５時までの場合は100分の150）
・年末年始の休日（1月1日～3日、12月29日～31日）…当該職員の時間単価×100分の135
　（22時から翌朝５時までの場合は100分の160）

（１６）　特殊勤務手当の状況 （平成20年4月1日現在）

手当額（円）手　　当　　名

　　　5,000保 育 手 当

　　　4,000水 道 特 殊 勤 務 手 当

　　　4,000税 務 特 殊 勤 務 手 当

　　　4,000農業集落排水特殊勤務手当

１件　1,000野犬等へい死処理手当
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（1）　勤務時間

　☆勤務を要する日…毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日及び12月29日から翌年の１月３日までを除く）

　☆１日当たりの勤務時間…午前８時30分から午後５時15分まで（午後零時から午後零時45分まで休憩時間、午後零時45

分から午後１時までと、午後３時から午後３時15分の間は休息時間）

　☆１週間当たりの勤務時間…40時間

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（2）　休暇制度

休 暇 日 数 等休 暇 の 種 類

1年につき２０日間年　次　休　暇

有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給

その療養に必要と認める期間公務上の負傷又は疾病病

気

休

暇

1年を超えない範囲内でその
療養に必要と認める期間結核性疾病

3カ月を超えない範囲内でそ
の療養に必要と認める期間上記以外の負傷又は疾病

必要と認める期間
感染症の予防及び感染症の患
者に対する医療に関する法律
による交通の制限又はしゃ断

特　
　
　
　
　
　

別　
　
　
　
　
　

休　
　
　
　
　
　

暇

必要と認める期間風、水、震、火災その他の
非常災害による交通しゃ断

1週間を超えない範囲内で必
要と認める期間

風、水、震、火災その他の
天災地変による職員の現住
所の滅失又は破壊

必要と認める期間交通機関の事故等の不可抗
力の事故

必要と認める期間公民権の行使
必要と認める期間骨髄液提供のための休暇

5日の範囲内で必要と認める
期間職員の婚姻

10日の範囲内で必要と認め
る期間

妊娠障害のため勤務するこ
とが著しく困難な場合

分べんの予定日前8週間目に
当たる日から分べんの日後8
週間目に当たる日までの期間
内において必要と認める期間

職員の分べん

2日の範囲内の期間職員の配偶者の分べん

1年につき20日を超えない範
囲内で必要と認める期間

通信教育における面接授業
の受講

区分に応じ、4週間に1回から
1週間に1回及び医師等の指
示する時間

母子健康法第10条又は第
13条に規定する保健指導
又は健康診査を受ける場合

7月から9月までの期間内で
必要と認める期間

夏季における盆等の諸行事、
心身の健康の維持及び増進

採用された日から起算して
10年、15年、20年、25年、30
年、35年または40年に達する
日の属する年において連続3
日の範囲

心身のリフレッシュを図る
ため勤務しないことが相当
と認められた場合

3日を超えない範囲内で必要
と認める期間生理休暇

1日2回（1回60分）女子職員が生後満1歳に達しな
いその職員の生児を育てる場合

1日（配偶者及び1親等の血族に限る）父母、配偶者又は子の法要

1年につき5日の範囲内の期
間

就学前の子の看護のため勤務しない
ことが相当であると認められる場合

死亡者の区分に応じ、1日か
ら10日の範囲内で必要と認
める期間

忌引

1年につき5日の範囲内の期
間社会貢献活動

介護を必要とする1つの継続
する状態ごとに、連続する6
月の期間内で必要と認める期
間

介護休暇無給

特別休暇取得日数
病気休暇
取得日数

年次休暇
調査対象
職 員 数 婚　姻忌　引

平均取得
日　　数

取　得
総日数

0日9日440.9日12.7日597.5日47人

▼取得実績（平成20年）

処分者数処　　分　　内　　容

0免　　　職

分　限　処　分

0降　　　任

1休　　　職

0降　　　給

0失　　　職

0免　　　職

懲　戒　処　分

0停　　　職

0減　　　給

0戒　　　告

0訓　告　等

４．職員の分限及び懲戒処分 （平成19年度）

場　　所受講者数研修内容等研修区分

徳島県自治研修
センター

12人
市町村吏員研修、
課長級研修等

一般研修

市町村職員中央
研修所

  1人
政策形成・住民対
応能力向上等

実務研修

５．職員研修及び勤務成績の評定の状況 （平成19年度）

受 診 者 数区　　　　　分

10人人 間 ド ッ ク

  6人脳 ド ッ ク

48人定 期 健 康 診 断

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

▼福利厚生制度に関する状況 （平成19年度）

金　　　　額区　　　　　分

400千円職 員 研 修 会 補 助 金
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議会だより 議会だより 
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
及
び 

　
　
　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
受
賞 

　『
住
民
に
み
え
る
議
会
』『
議
会
本
来
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
議
会
』と
し
て
の
議
会
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。 

　
２
月
４
日
　
佐
那
河
内
村
下
字
下
野
、山
本
　
元
氏
外
37
人
で
、ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制

定
を
求
め
る
請
願
を
受
け
る〈
役
場
〉（
加
藤
議
長
対
応
） 

　
　
　
６
日
　
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会〈
神
山
町
〉（
全
議
員
） 

　
　
　
10
日
　
勝
名
地
区
町
村
監
査
委
員
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
並
び
に
研
修
会〈
徳
島
市
〉

（
西
川
・
長
尾
監
査
委
員
、吉
本
書
記
） 

　
　
　
同
日
　
徳
島
県
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー〈
徳
島
市
〉（
加
藤
議
長
） 

　
　
　
12
日
　
佐
那
河
内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、保
育
所
保
護
者
会
会
長
連
名
で
、地
域
に

根
ざ
し
た
豊
か
な
佐
那
河
内
小
中
学
校
校
舎
建
築
を
求
め
る
陳
情
を
受
け
る

〈
役
場
〉（
加
藤
議
長
対
応
） 

　
　
　
13
日
　
村
議
会
全
員
協
議
会〈
農
振
Ｃ
〉（
全
議
員
） 

　
　
　
18
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
並
び
に
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会〈
徳
島
市
〉（
加
藤
議
長
、吉
本
事
務
局
長
） 

　
19
〜
24
日
　
平
成
20
年
度
定
例
監
査
及
び
２
月
分
例
月
出
納
検
査〈
役
場
〉（
西
川
・
長
尾
監
査
委
員
） 

　
　
　
21
日
　
小
中
学
校
校
舎
改
築
に
係
る
長
澤
東
洋
大
学
教
授
と
の
意
見
交
換
会〈
農
振

Ｃ
〉（
各
議
員
） 

　
　
　
23
日
　
小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
監
査〈
小
松
島
市
〉（
岩
佐
衛
生
組
合
監
査
委
員
） 

　
　
　
同
日
　
村
農
業
委
員
会
総
会〈
農
振
Ｃ
〉（
仁
羽
農
業
委
員
） 

　
　
　
27
日
　
徳
島
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会
〈
徳
島
市
〉（
西
川
・
長
尾
監
査
委

員
、吉
本
書
記
） 

議
会
行
事
出
席
報
告 
〈
場
　
所
〉 

（
出
席
者
） 

平
成
21
年
２
月 

● 給付の対象となる人 
 　給付対象者は、平成21年2月1日において、①または②のいずれかに該当する人が対象となります。 
 ①　住民基本台帳に記録されている人 
 ②　外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者及び短期滞在者は対象外） 
 
● 給　付　金　額 
 　給付対象者１人につき、１２，０００円となります。 
 ただし、平成21年2月1日において、65歳以上の人及び18歳以下の人は２０，０００円となります。 

★ 

給
付
方
法
は
？ 

　
世
帯
主
宛
に
給
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。郵

送
も
し
く
は
直
接
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
主
の
申
請
で
、世
帯
員
の
給
付
金
を
世
帯
主

の
口
座
へ
の
振
込
を
基
本
と
し
ま
す
。（
左
記
申

請
が
不
可
能
な
場
合
は
個
別
に
対
応
し
ま
す
。） 

　
な
お
、申
請
に
は
本
人
確
認
の
で
き
る
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）・
振
込
口
座

の
通
帳
・
印
鑑
が
必
要
で
す
。　 

　 

　
詳
し
い
要
領
は
、給
付
申
請
書
に
同
封
し
ま
す
。 

  

★ 

給
付
時
期
は
？
　 

　
平
成
21
年
３
月
30
日（
月
）よ
り
、臨
時
窓
口
を

農
振
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
ま
す
。 

　
申
請
期
間
は
、９
月
30
日（
水
）ま
で
と
な
り
ま

す
。 

※
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、国
よ
り
申
請
書
様
式
が
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
ま
だ
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
届

き
次
第
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、別
途
連
絡

し
ま
す
。 

  

★ 

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！ 

　
市
町
村
や
総
務
省
な
ど
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
住
民
の

皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

定
額
給
付
金
を
よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
は
、十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
福
祉
課 

定額給付金についておしらせします。 

徳島県町村議会議長会表彰 

全国町村議会議長会表彰 
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も
う
す
ぐ
今
の
教
室
と
も
お
別
れ
。
み
ん
な
１
学
年
ず
つ
進
級
し
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
明
け
に
は
、
校
舎
の
解
体
作
業

も
始
ま
る
予
定
で
す
。 

　
今
の
校
舎
で
学
ぶ
期
間
も
あ
と
わ
ず
か
。
今
年
１
年
間
の
佐
那
河
内
小
学
校
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　初めてカラー紙版画に挑戦しました。 

　インキ紙を細かく切り、丁寧に台紙に貼っていきました。 

　色刷りをするときは『上手にできるかな』と、ドキドキ・

ワクワクしている様子でした。 

　学習発表会（参観日）で｢小ぎつね｣の合奏をする予定でしたが、

インフルエンザの大流行で欠席者が多くなってしまいました。 

　この写真は、やっとみんながそろって全員で合奏している様子

です。みんなで心を一つにして合奏を楽しみました。 

　3年生は、11月に社会科見学に行きました。 

　阿波踊り会館からロープウェーで眉山山頂へ行き、

佐那河内村の方を見ると、遠くに大川原高原の風

車が見えました。 

 町の様子もよくわかりました。 

〈1年生〉　“できたよ！紙版画” 〈1年生〉　“できたよ！紙版画” 

〈２年生〉“みんなで心をひとつにしたよ” 〈２年生〉“みんなで心をひとつにしたよ” 

〈３年生〉　“社会科見学で眉山に登ったよ” 〈３年生〉　“社会科見学で眉山に登ったよ” 

佐那河内小学校 
掲　示　板 

みんなうまく 

刷り上がって、　 

『はい、チーズ!!』 
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　子どもたちは、自分の歯を見直してみて、むし

歯になるかもしれない「白いむし歯」があること

を知りました。 

　白いむし歯は、歯みがきで治すことができ、１

～２年でもとの色に戻るということが分かりました。 

　すみずみまでみがくブラッシングの仕方も教え

ていただき、これからもていねいに歯をみがいて

いこうという気持ちを強くしました。 

　ヘルスメイトの皆さん（健康づくりの会）

と一緒に郷土料理づくりに取り組みました。 

 　子どもたちにとっては、少し難しい調理

でしたが、一つ一つていねいに教えていただ

いたので、とてもおいしく「いりめし」「か

しわもち」「すだちジュース」を作ることが

できました。 

　ケニアのワチュガ・アイリーン・ワイリム

さんと中国の丁育華さんをお迎えし、それぞ

れの国の子どもたちのくらしについてお聞き

しました。 

　「テストで合格しないと次の学年に進むこ

とができません。」という話にびっくり！！ 

　世界の国々への興味も広がったようです。 

〈４年生〉　“歯みがき教室をしたよ” 〈４年生〉　“歯みがき教室をしたよ” 

〈５年生〉　“郷土の料理を教えていただきました” 〈５年生〉　“郷土の料理を教えていただきました” 

〈６年生〉　“国際交流で見聞が広がりました” 〈６年生〉　“国際交流で見聞が広がりました” 

来年度も、「よく学び、よく遊べ」元気な佐小っ子！ 
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《
連
載
最
終
回
》 

上
田　

晴
彦
さ
ん　

も
も
い
ち
ご
に
つ
い
て

　

平
成
元
年
、愛
知
県
の
桜
井
先
生
よ
り
、試

作
用
の
新
品
種（
あ
か
ね
っ
こ
）を
見
せ
て
頂

き
、私
は
こ
の
品
種
に
注
目
し
た
。

　

翌
、平
成
２
年
に
５
本
の
苗
木
を
預
か
っ

て
来
て
、当
初
こ
の
品
種
の
導
入
を
計
画
し
、

鷲
敷
地
区
の
近
田
く
ん
に
渡
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
当
時
、生
産
者
の
皆
さ
ん
の

意
識
は「
と
よ
の
か
」の
方
ば
か
り
に
集
中
し

て
お
り
、こ
の
新
品
種
に
目
を
向
け
て
頂
け

る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、平
成
４
年
の
春
、当
時
、佐
那
河

内
い
ち
ご
部
会
長
の
松
村
さ
ん
、副
会
長
の

西
條
さ
ん
、両
氏
に
お
願
い
し
て
、こ
の
新
品

種
の
苗
を
植
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、要
請
し

た
の
だ
っ
た
。こ
れ
が
今
日
の
、も
も
い
ち
ご

栽
培
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

平
成
５
〜
８
年
ま
で
の
状
況
は
、シ
ー
ズ

ン
前
半
は
他
品
種
と
比
べ
、や
や
、有
利
販
売

を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
が
、後
半
、い
ち

ご
の
価
格
が
安
く
、私
の
方
も
そ
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、平
成
８
年
頃
よ
り
、佐
那
河
内
い
ち

ご
部
会
全
員
対
応
で
の
栽
培
が
進
み
始
め
た
。

　

そ
の
当
時
、私
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
い
ち

ご
を
作
っ
て
頂
く
た
め
、秦
部
会
長
を
は
じ

め
と
し
た
役
員
、生
産
者
の
皆
様
に
は
、無
理

難
題
ば
か
り
を
お
願
い
し
て
、ご
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
っ
た
。今
で
も
当
時
の
い
ち
ご
部

会
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、本
当
に
よ
く
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
た
と
、私
は
心
よ
り
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、秦
部
会
長
に
お
願
い
し
た
、産
地

側
の
対
応
と
、販
売
戦
略
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

も
も
い
ち
ご
の
名
称
に
つ
い
て

　

平
成
５
年
に
佐
那
河
内
村
内
の
住
民
に
限

定
し
、新
し
い
い
ち
ご
の
名
称
を
募
集
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
名
称
が
現
在
あ
る
も
の
や
、類

似
し
た
も
の
が
多
い
中
で
唯
一
、も
も
い
ち

ご
と
い
う
名
称
に
私
は
注
目
し
た
。新
し
い

感
覚
と
、従
来
の
い
ち
ご
に
は
無
い
、新
鮮
さ

を
感
じ
た
の
だ
っ
た
。

　

私
は
早
速
、役
員
の
皆
さ
ん
に
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
だ
が
、始
め
は
、誰
一
人
賛
成

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、当
時
部
会

長
で
も
あ
っ
た
秦
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、ほ
ぼ
、

私
の
独
断
に
近
い
形
で「
も
も
い
ち
ご
」と
い

う
名
称
を
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の「
も
も
い
ち
ご
」の
名
称
を
募
集
の
内

よ
り
選
び
、当
時
、農
協
の
臨
時
職
員
で
あ
っ

た
松
山
さ
ん
に
５
万
円
を
、そ
し
て
、佳
作
と

し
て
、３
万
円
、２
万
円
、合
計　

万
円
を
賞

１０

金
と
し
て
支
出
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

こ
の
年
に
、愛
知
県
の
藤
江
さ
ん
に
お
願

い
し
て
、「
も
も
い
ち
ご
」の
苗
を
６
０
０
０

株
作
っ
て
頂
き
、中
青
グ
ル
ー
プ（
６
ブ
ロ
ッ

ク
）勝
占
、眉
山
、佐
那
河
内
、鷲
敷
、川
北
、阿

波
連
合
に
連
絡
し
て
現
地
で
１
０
０
０
株
ず

つ
分
配
し
た
い
の
で
受
け
取
り
を
要
請
し
た
。

し
か
し
、佐
那
河
内
村
で
当
時
、松
村
さ
ん
、

西
條
さ
ん
の
畑
よ
り
、　

人
程
に
配
布
さ
れ

１０

た
だ
け
で
あ
っ
た
。そ
れ
以
外
農
協
や
、生
産

者
は「
も
も
い
ち
ご
」の
苗
は
不
要
と
の
空
気

が
支
配
的
で
、皆
、一
様
に
模
様
眺
め
と
い
っ

た
感
が
強
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、中
河
さ
ん
が
自
ら
従

業
員
を
伴
っ
て
、愛
知
県
幸
田
町
ま
で
苗
を

引
き
取
り
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。

　

私
は
こ
の
時
、非
常
に
嬉
し
か
っ
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
る
。大

阪
中
央
青
果
株
式
会
社

範　

師　

上
田　

晴
彦

平
成　

年
９
月
吉
日

２０

　

昭
和　

年
に
大
阪
中

２９

央
青
果
株
式
会
社
入
社
。

以
来
、　

年
以
上
イ
チ

４０

ゴ
農
家
の
指
導
に
当
た

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
同
社
範
師
。

農

業

コ

ラ

ム

１，他の産地に無い、大きないちごを作り、尚且つ、大玉果の比率をアップさせる。

２，この品種の特徴であるジューシーさを保ちながら、日持ちのするいちごを作る。

３，食味のより一層の向上と、消費者の目を引くようないちごを作る。

４，各生産者間における、品質のバラつきを無くしていく。

５，農薬対策と、園内の清潔感を保ち、いちごの衛生面での充実を図る。

６，「ももいちご」の名称での出荷は３月下旬までとし、食味の落ちる４月以降は名称、

容器とも別の物を使用して、「ももいちご」のブランドイメージを保つこととする。

７，容器には目立つ物を採用し、消費者に、普段目にするいちごとは違うことをア

ピールし、より、関心を引くようなものにする。

８，高級ブランドいちごをめざし、百貨店、果実専門店などを販売の主力に据え、量

販店向けの比率を大幅に減少させる。

９，「ももいちご」のブランドイメージの確立と、より広く消費者に「ももいちご」の

名を浸透させるため、テレビ、新聞、雑誌などのマスコミを積極的に利用して、コ

マーシャルの対応を強力に推し進める。

１０，また、テレビ、ラジオの放送局が取材に訪れ、番組で取り上げてもらえるような

魅力あるいちごを作る。

１１，生産量をある程度制限する事により、「ももいちご」の希少価値を高め、「まぼろ

しのいちご」として、有利販売する。

１２，インターネットをフルに活用し、ネット専門店の販売ルートを開拓する。また、

取り扱ってもらえるネット販売の業者を後援し、販売を全国的なものへと拡大

させていく。

１３，常日頃から、販売店を巡回して店長、店主などとの意見交換を頻繁に行い、消費

者の嗜好、消費動向などを正確に捉える。また、寄せられた販売店からの情報に

より、改善すべき必要があると判断すれば、直ちに改めていく。

コ
ラ
ム
掲
載
に
際
し
ま
し
て
、

上
田
様
を
は
じ
め
、関
係
者

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
、深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

も も い ち ご 販 売 戦 略 の 一 部
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栗
原
さ
ん
、
１
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
栗
原
美
幸
で
す
。 

　
３
月
中
旬
を
も
っ
て
昨
年
の
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
佐
那
河
内
で
の
生
活
を
終

え
ま
す
。
今
月
号
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
村
を
離
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

全
国
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
協
力
隊
員
は
、
東
京
に
集
ま
り
、
そ
こ
で
総
括
研

修
、
そ
し
て
一
般
向
け
の
公
開
報
告
会
を
開
催
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
隊
生
活

に
幕
を
閉
じ
ま
す
。そ
の
後
、あ
る
人
は
出
身
地
に
戻
り
、あ
る
人
は
派
遣
先
に
残

る
な
ど
、ま
た
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。 

　
私
の
佐
那
河
内
で
の
一
年
間
を
、
長
短
で
表
す
の
は
適
当
で
な
い
気
が
し
ま

す
。い
つ
の
間
に
か
３
月
が
来
て
い
た
、と
い
う
印
象
は
あ
り
ま
す
が
、相
応
の
時

間
を
過
ご
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。振
り
返
っ
て
み
る
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。紙
面
に
は
お
さ
め
き
れ
な
い
ほ
ど
。内
容
の
濃
い
、凝
縮
さ
れ
た
１

年
で
、今
ま
で
も
っ
と
も「
生
き
た
」実
感
の
あ
る
１
年
で
し
た
。 

　
１
年
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
期
間
、
こ
の
土
地
で
生
活
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

も
息
づ
く
村
の
人
の
精
神
を
言
葉
で
な
く
身
体
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
ひ
と
つ
か
み

で
あ
っ
て
も
。
こ
の
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、自
分
で
、あ
る
い
は
自
分
た
ち
で
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、
協
力

し
合
っ
て
生
き
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
さ
ま

の
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
。
村
の
人
た
ち
に
支
え
て

も
ら
い
、気
づ
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
ち
ら
に
来
て
生
活
で
き
た
こ
と
を
有
難
く
思

い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

相棒と一緒に！！ 

その21

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」 
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」 

　
品
目
ご
と
の
基
準
期
間
の
平

均
収
入（
標
準
的
収
入
）と
当
該

年
の
収
入
の
差
額
を
合
算
・
相

殺
し
、減
収
額
の
９
割
に
つ
い

て
、生
産
者
と
国
に
よ
る
拠
出

の
範
囲
内
で
補
て
ん
し
ま
す
。 

詳しいことは、 

徳島農政事務所 

農政推進課　農政専門官 

　088－622－6132 

（対象地域：徳島市・鳴門市・

阿波市【土成町、吉野町】・板

野郡・名東郡・名西郡） 

補てん金 

米の差額 標準的収入 

当該年の収入 

過去5カ年 

中庸3カ年 

の平均収入 

麦の差額 

大豆の差額 

農業災害補償制度による 

補償との重複を控除 

米 大豆 麦 

注）生産・販売する対象作物はすべ 

　　て加入する必要があります。 

（
１
）対
象
者 

（
３
）支
援
内
容 

１
　
対
策
の
し
く
み（
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
） 

米
・
麦
・
大
豆
を
生
産
し
て
い
る
農
家
の
み
な
さ
ま
へ 

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
加
入
申
請
受
付
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
！ 

（
２
）対
象
作
物 

認定農業者 特定農業団体 
農作業受託組織 

9割 品目ごとの収入差額を合算・相殺 

補てんの原資は、予め生産者１： 

国３の割合で拠出します。 

× 



 sanagochi12

村の話題 
大正の遊山箱から、平成の遊山箱へ。 

妊婦中の母体や胎児の健康を守るために 
～適切な時期に健康診査を受けましょう～～適切な時期に健康診査を受けましょう～ 

妊婦中の母体や胎児の健康を守るために 
～適切な時期に健康診査を受けましょう～～適切な時期に健康診査を受けましょう～ 

妊婦中の母体や胎児の健康を守るために 
～適切な時期に健康診査を受けましょう～ 

　左の写真は、昨年８月に意匠※登録された遊山箱です。 

　今までの遊山箱との違いは、

引き出しが付いたことです。

引き出しの中央には丸い穴が

開いていてそこにコップが差

し込めるように工夫されてい

ます。発案者は、日下早苗さ

ん（宮前）です。 

　再三の改良を加えた結果、今回の登録に至ったそうです。 

　また、日下さんは、大正時代の遊山箱も所有されており、今

回新旧揃ってのお披露目です。　 

 ※物品あるいは物品の部分における形状・模様・色彩に関するデザインをいいます。なお、物品の部分

における形状・模様・色彩には、物品の操作の用に供される画面デザインも含まれます。 

　経済センサスは全国全ての事業所・企業を対象とした調査です。 

　これにより、日本の経済活動の実態を明らかにします。 

　調査結果は、今後の皆さんの暮らしの改善に役立てられます。 

　調査票が届きましたら、ご記入をお願いします。 

　ご協力をよろしくお願いします。 

お願い！分別してください！！ 

経済センサス  

　最近、紙おむつ類が可燃ゴミに混ざっています。 

　紙おむつなどは衛生管理上分別して回収しています。 

　各地区農業集落排水施設に専用のダストボックスが設置されていますので、そちらをご利用ください。 

　なお、ダストボックスはいつでもご利用いただけますので、よろしくお願いします。 

　国は、少子化対策の充実のひとつとして、妊婦健診の無料化を平成21年4月1日から始めます。 

　妊婦が健診費用を心配せず、必要な回数（14回程度）の健診を受けら 

れるようになります。 

　詳しいことは、住民福祉課　保健師までお問い合わせください。 

総務省統計局　　徳島県　　佐那河内村 

平成21年経済センサス基礎調査　平成21年７月１日（水） 

はじめまして。 

あすの日本を作る 

新しい経済調査です。 
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佐那河内村の人権教育　VOL. 147

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会 

ちがうこと　ばんざい ちがうこと　ばんざい ちがうこと　ばんざい 

4月 
さなごうちスポーツクラブ案内 さなごうちスポーツクラブ案内 さなごうちスポーツクラブ案内 

〈小学校体育館〉 
※太極拳 
　19：30～20：30 
※健康運動教室 
　20：00～21：00

〈中学校体育館〉 
卓　球 
　19：30～21：00 
※バドミントン 
　20：00～22：00

・※印の種目は活動費が必要です。 
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。 
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加入
の手続きをしてください。 

・日程は変更する場合があります。 

●お問い合わせ 
　さなごうちスポーツクラブ事務局 
　　　　　　　　（教育委員会内） 
　　679-2817　IP5006

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日 月 火 水 木 金 土 

 

5 

12 

19 

26

 

7 

14 

21 

28

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

スポーツ振興くじ助成事業 

 

6 

13 

20 

27

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

 

健康運動教室 

 

健康運動教室 

 

卓球 

太極拳 

卓球 

太極拳 

バドミントン 

バドミントン 

バドミントン 

バドミントン 

バドミントン 

４月から新年度の 
登録が必要です。 

手続きをお願いします。 

私のまわりには　いろいろな人がいる

男の人　女の人　

背の高い人　低い人

遊びの得意な人　苦手な人

声を出して　話す人　声を出さずに　話す人

松葉づえをついた人　車いすに乗った人

みんな　みんないっしょに

それぞれ　ちがった生き方をしている

みんな顔が同じなら

考えていることが同じなら

することも同じなら

ちっともおもしろくない

君の代わりは　だれもいない

ぼくの代わりも　だれもいない

みんなちがうから

ひとりひとり　たいせつな人間なんだ

自分も人も　たいせつな人間なんだ

世の中には

いろいろな人がいて

いろいろな考えがあるってことを

それぞれ　特徴をもった生き方があるって

ことを

ひとつ　ひとつ知っていきながら

人間は大きくなっていくんだ

そして　深くなっていくんだ

みんな　ちがうから　すばらしいんだ

（奈良県同和教育研究会「なかま」より）

　いろいろな人がいるから、いろいろなことが学べる。人それぞれにちがいがあるからすばらしい。

でも私たちは、ちがいを排除や差別につなげてはいないでしょうか。人はそれぞれ顔や考え方がちが

うように、それぞれ特徴をもっています。人々が豊かにつながるためにも、そのちがいを大切にして

いき、ちがいを認め合う生き方をしたいものです。
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　平成20年９月５日から11日までの７日間、明治大学
農学部農業経済学科の学生９人が、農家民泊をし、スダ
チ収穫などの農業体験を行うファームステイ研修を実
施しました。 
 徳島県を訪れたかった学生、 スダチに興味を持って
来村した学生、“村”へ行ってみたかった学生と来村し
た理由はさまざまでしたが、９人が研修中の７日間で
感じたことが、若者らしい素直な言葉でまとめられた
レポートばかりです。 
 
 今月号から３回に分けて彼らのレポートを紹介しま
すので、ぜひご一読ください。 

第１回 明治大学ファームステイ研修レポート 明治大学ファームステイ研修レポート 

《
受
け
入
れ
農
家　

小
谷
さ
ん
（
南
浦
）》

【
竹
村
佑
子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

   
今
回
の
実
習
で
徳
島
県
の
佐
那
河
内
村
を
選

ん
だ
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
以
前
、
父
が
単

身
赴
任
と
い
う
形
で
県
内
に
滞
在
し
て
お
り
、

何
度
か
家
族
で
現
地
を
訪
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
自
分
が
ま
だ
幼
か
っ
た
せ
い
か
あ
ま
り
記

憶
が
な
く
、
物
心
が
つ
い
た
今
、
自
ら
足
を
運

ん
で
徳
島
県
が
ど
う
い
う
所
な
の
か
確
か
め
た

か
っ
た
こ
と
。
そ
の
父
の
単
身
赴
任
が
き
っ
か

け
で
我
が
家
の
食
卓
に
は
す
だ
ち
が
並
ぶ
こ
と

が
多
い
せ
い
か
、
私
自
身
も
よ
く
口
に
し
て
い

た
た
め
、
自
分
の
手
で
す
だ
ち
の
収
穫
を
体
験

し
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

実
習
初
日
は
村
内
の
選
果
場
と
農
産
工
場
を

訪
れ
た
。
私
は
こ
の
実
習
に
参
加
す
る
２
日
前

ま
で
サ
ー
ク
ル
の
農
業
体
験
で
あ
る
地
方
に
滞

在
し
て
い
た
が
、
そ
の
地
域
の
選
果
場
は
農
家

複
数
人
が
交
代
で
集
ま
っ
て
、
各
作
物
の
選
別

作
業
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
佐
那
河
内
村

で
は
ハ
イ
テ
ク
な
機
械
を
稼
働
し
て
選
別
を
し

て
い
た
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
差

が
あ
る
の
か
と
驚
い
た
。
後
に
選
別
作
業
を
手

伝
う
機
会
が
あ
っ
た
が
、
手
作
業
で
選
別
を
行

う
の
は
や
は
り
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

普
段
大
学
の
講
義
で
規
格
外
品
に
つ
い
て
よ
く

聞
い
て
い
た
が
、
す
だ
ち
の
場
合
は
実
の
果
汁

を
加
工
す
る
こ
と
で
産
地
廃
棄
を
行
わ
ず
に
済

む
の
で
、
無
駄
の
な
い
素
晴
ら
し
い
作
物
だ
と

思
っ
た
。

　

実
際
に
選
果
場
を
訪
れ
て
み
て
、
機
械
化
に

よ
っ
て
作
業
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
、
い
か
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
か
身
に
し
み
て
感
じ
た
。
し

か
し
、
す
べ
て
を
機
械
化
し
て
し
ま
っ
て
は
よ

く
な
い
だ
ろ
う
。
農
業
の
知
識
が
あ
ま
り
な
い

人
た
ち
に
、
実
際
に
手
探
り
で
選
別
作
業
を
行

う
こ
と
で
農
業
経
営
の
大
変
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
２
か
所
で
の
見
学
を
終
え
、お
世
話

に
な
る
小
谷
さ
ん
の
お
宅
へ
向
か
っ
た
。小
谷

さ
ん
の
家
は
兼
業
農
家
で
あ
る
。（
中
略
）　

初

日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
伺
っ
た
よ
う
に
、

す
だ
ち
の
収
穫
は
単
純
作
業
に
等
し
い
も
の

だ
っ
た
。そ
の
代
わ
り
、木
に
鋭
い
ト
ゲ
が
あ
る

こ
と
で
け
が
を
し
そ
う
な
こ
と
や
、同
じ
体
勢

で
作
業
を
す
る
た
め
に
足
腰
を
使
う
こ
と
な
ど
、

一
見
重
労
働
そ
う
に
思
え
た
。し
か
し
、午
前
午

後
と
も
に
途
中
で
小
休
憩
が
あ
っ
た
り
、木
が

密
集
し
て
い
る
日
陰
で
の
作
業
が
多
か
っ
た
り

と
、そ
こ
ま
で
ダ
ウ
ン
せ
ず
働
く
こ
と
が
出
来

た
。た
だ
し
、東
京
の
ど
真
ん
中
で
生
ま
れ
育
っ

た
私
と
し
て
は
、虫
が
か
な
り
の
天
敵
で
大
変

な
も
の
だ
っ
た
。日
頃
家
の
中
で
小
さ
な
ク
モ

を
見
る
だ
け
で
た
じ
ろ
い
で
い
た
が
、こ
こ
の

ク
モ
は
ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
で
、遭
遇
す
る
た
び
に

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
。虫
ご
と
き
で
騒
ぐ
な
ん
て
情
け
な

か
っ
た
が
、そ
こ
は
自
分
な
り
に
解
決
し
た
。作

業
後
に
コ
ン
テ
ナ
に
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
す

だ
ち
を
見
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

毎
日
作
業
を
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

す
だ
ち
の
収
穫
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
く
て
有

意
義
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
今
回
私
が
佐
那

河
内
村
に
訪
れ
て
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

村
の
人
た
ち
に
は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
て
、
凄
く

活
き
活
き
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

限
界
集
落
や
耕
作
放
棄
地
、
ま
た
そ
れ
ら
の
問

題
に
悩
ま
さ
れ
る
が
故
に
、住
民
が
地
元
を
誇

り
に
思
う
気
持
ち
が
失
わ
れ
て
い
た
り
、農
業

経
営
を
諦
め
て
離
農
す
る
農
家
が
増
え
て
い
た

り
と
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
今
ま
で
は
農
業
の

負
の
面
に
つ
い
て
の
話
を
講
義
で
耳
に
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。あ
る
日
の
夜
、ご
主
人
に
今
後

の
農
業
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
に
な
っ
て
い
る

の
か
尋
ね
て
み
た
。す
る
と
、海
外
の
農
業
対
策

の
事
例
を
用
い
る
な
ど
し
て
、日
本
国
内
の
農

業
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題（
例
え
ば
、耕
作
放
棄
地

や
地
域
活
性
化
）へ
の
打
開
策
を
熱
く
語
り
始

め
ら
れ
た
。ま
た
、小
谷
さ
ん
に
は
３
人
の
お
子

さ
ん
が
い
る
が
、全
員
農
業
と
は
関
わ
り
の
な

い
職
業
に
就
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、跡
継
ぎ

が
い
な
い
ら
し
い
。そ
れ
で
も
、「
定
年
後
は
趣

味
と
し
て
や
っ
て
、楽
し
み
な
が
ら
農
作
業
を

続
け
て
い
き
た
い
。あ
と
は
、土
地
を
美
し
く
自

然
に
還
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
れ
で
い
い
ん

で
す
。」と
、小
谷
さ
ん
夫
婦
は
語
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
業
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
農
家
の
人
が
い
る
と
知
っ

て
、
私
は
安
心
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
農
業
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
自
分
た

ち
が
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
す
ご
く
励

み
に
な
っ
た
。
単
に
講
義
を
聞
い
た
こ
と
で
、

農
業
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
と
思
っ
て
し
ま
っ

て
は
間
違
い
だ
。
実
際
に
地
方
に
滞
在
し
て
、

地
域
住
民
と
交
流
す
る
こ
と
だ
け
で
も
自
分
に

と
っ
て
収
穫
に
な
る
だ
ろ
う
。
机
上
の
勉
強
で

は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
た
く
さ
ん

の
こ
と
が
そ
こ
に
は
あ
る
の
だ
。
そ
れ
が
楽
し

み
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

農
村
交
流
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。（
後
略
）

【
松
島
加
奈
子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

　

今
回
、
徳
島
県
佐
那
河
内
村
で
の
１
週
間
の

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
自
分
の
中
で
の
「
村
」
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
い
く
つ
か
あ
る
受
け
入

れ
先
の
な
か
か
ら
こ
の
徳
島
県
に
決
め
た
の
は
、

せ
っ
か
く
行
く
の
な
ら
今
ま
で
行
っ
た
こ
と
の

な
い
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
と
い
う
安
易
な
気
持
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く
、
美
し
く
自
然
に
戻
し
て
い
き
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
何
歳
に
な
っ
て
も
そ
の

先
の
展
望
を
持
て
る
の
は
素
敵
な
こ
と
だ
と
感

動
し
ま
し
た
。
大
学
の
授
業
で
農
家
の
高
齢
化

の
問
題
や
そ
れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
増
加
の
問

題
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
私
の
出
会
う
農
家
の

人
は
み
ん
な
活
気
に
あ
ふ
れ
て
農
業
に
誇
り
を

持
っ
て
い
て
、
そ
ん
な
問
題
を
感
じ
さ
せ
な
い

人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。
け
れ
ど
、
こ
う
い
う

人
た
ち
が
一
人
で
も
多
く
、
１
日
も
長
く
農
業

に
携
わ
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

１
週
間
の
滞
在
の
間
に
「
田
舎
が
元
気
に
な

る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
と
思
う
」
と
質
問
を

受
け
る
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
も
う
十

分
に
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
と
笑
っ
て
受

け
流
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
田
舎
が
元

気
で
い
る
に
は
「
知
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
な

自
然
が
あ
っ
て
、
食
べ
物
が
お
い
し
く
て
、
人

が
元
気
で
、
魅
力
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
だ
か
ら

あ
と
は
伝
え
る
だ
け
で
す
。
農
業
体
験
者
を
受

け
入
れ
る
の
は
そ
の
良
い
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を

話
し
、
た
く
さ
ん
の
初
め
て
を
経
験
で
き
た
こ

の
１
週
間
は
私
の
宝
物
で
す
。（
後
略
）

《
受
け
入
れ
農
家　

尾
崎
さ
ん
（
中
分
）》

【
松
崎　

亮
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
よ
り
】

　

私
は
今
ま
で
す
だ
ち
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
唯
一
知
っ
て
い
た
こ
と
は
、
焼

酎
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
。
そ
し
て
四
国

に
来
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と

楽
し
み
で
し
た
。
徳
島
に
着
く
と
ま
ず
搾
汁
工

場
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
傷
な
ど
で
出
荷

で
き
な
い
す
だ
ち
を
搾
り
酢
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

に
し
て
、
さ
ら
に
搾
り
終
わ
っ
た
後
の
皮
な
ど

の
カ
ス
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
堆
肥
工
場
で
肥
料
に

さ
れ
農
家
の
堆
肥
に
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

す
だ
ち
を
無
駄
な
く
利
用
し
て
い
る
の
で
農
業

も
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
村
の
皆
さ
ん
と
対
面
す
る
と
村
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
受
け
入
れ
先
の
農
家
の
皆
さ

ん
が
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
安

心
し
ま
し
た
。（
中
略
）

　

２
日
目
、
す
だ
ち
の
収
穫
に
行
く
と
、
私
は

す
だ
ち
の
大
き
さ
は
ゆ
ず
く
ら
い
ま
た
は
そ
れ

以
上
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
大
き
さ
が
小
さ
い

と
い
う
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
す
だ
ち
収

穫
の
作
業
は
、
す
だ
ち
を
ひ
た
す
ら
取
り
続
け

る
と
い
う
単
純
作
業
な
の
で
、
は
じ
め
は
思
っ

て
い
た
よ
り
も
楽
で
よ
か
っ
た
と
う
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
し
た
。

そ
れ
は
、
単
純
作
業
の
た
め
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
集
中
力
が
落
ち
て
き
て
効
率
が
落
ち
て
き
ま

す
。
途
中
で
休
憩
を
入
れ
る
も
の
の
、
精
神
的

な
疲
労
は
た
ま
る
い
っ
ぽ
う
で
、
さ
ら
に
日
光

や
暑
さ
も
重
な
り
体
力
も
奪
わ
れ
る
の
で
か
な

り
き
つ
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
は
１
日

１
日
が
す
ご
く
長
く
感
じ
、
相
当
気
が
め
い
っ

て
い
た
の
で
い
つ
も
黙
々
と
作
業
を
続
け
て
い

る
農
家
の
人
の
偉
大
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
中
略
）

　

雨
が
降
っ
た
日
は
、
す
だ
ち
の
収
穫
の
効
率

が
悪
い
た
め
私
の
受
け
入
れ
農
家
で
は
、
椎
茸

も
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
椎
茸
は
温
度
が
高
い
と
生
え
て
こ
な
く
、

逆
に
温
度
が
低
い
と
一
気
に
生
え
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
ハ
ウ
ス
で
温
度
を
管

理
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
椎
茸
は
四
角
い
菌

床
と
い
う
椎
茸
の
種
（
胞
子
）
を
た
く
さ
ん
植

え
付
け
た
も
の
に
、
通
気
が
で
き
る
よ
う
に
ほ

ど
こ
し
て
あ
る
袋
に
雑
菌
が
入
ら
な
い
よ
う
密

封
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
収
穫
時
期
が
近
づ
く
と

袋
の
上
部
を
切
り
、
残
っ
た
周
り
の
袋
に
水
を

入
れ
ま
す
。
そ
の
時
上
部
だ
け
は
水
に
浸
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
水
に

浸
さ
な
い
と
全
面
か
ら
椎
茸
が
生
え
て
き
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
養
分
が
全
面
に
分

散
し
て
小
さ
い
椎
茸
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
上
部
の
１
面
に
養
分
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
で
大
き
な
椎
茸
が
で
き
ま
す
。

そ
の
中
で
私
は
上
部
の
袋
を
切
る
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
１
つ
の
ハ
ウ
ス
に
は
約
7
、
0
0
0

の
菌
床
が
あ
り
ま
す
。
普
段
は
こ
の
作
業
に
３
、

４
日
か
け
る
そ
う
で
す
が
、
今
ま
で
毎
日
す
だ

ち
の
収
穫
だ
っ
た
た
め
、
違
う
仕
事
が
で
き
る

と
思
い
う
れ
し
く
集
中
し
て
作
業
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
１
日
半
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
作
業
で
菌
床
を

運
ぶ
の
に
行
っ
た
り
来
た
り
、
立
っ
た
り
し
ゃ

が
ん
だ
り
の
動
作
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
た
め
、

か
な
り
の
疲
労
が
た
ま
っ
た
ら
し
く
次
の
日
は

ず
っ
と
足
が
つ
り
そ
う
な
状
態
で
し
た
。

　

私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
農
家
は
現
在
夫
婦

２
人
で
農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
主

な
栽
培
作
物
は
椎
茸
、
す
だ
ち
、
み
か
ん
だ
そ

う
で
す
。
私
は
す
だ
ち
が
メ
イ
ン
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
収
入
の
ほ
と
ん
ど
が
椎
茸
だ
と
い

い
ま
す
。（
中
略
）

　

私
は
1
年
の
時
の
農
場
実
習
を
体
験
し
て
農

業
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
楽
で
面
白
い
と
知
っ

た
気
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

研
修
で
、
生
活
の
か
か
っ
た
本
当
の
農
業
を
体

験
し
、
毎
日
天
候
も
気
に
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

実
際
の
農
業
は
つ
ら
く
大
変
な
作
業
だ
と
い
う

こ
と
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
め
っ
た
に
体
験
で
き
る
も
の
で
は
な

い
の
で
と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

ち
と
、
最
近
で
は
合
併
な
ど
で
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
「
村
」
に
行
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
だ
と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。
イ
メ
ー
ジ

通
り
だ
っ
た
の
が
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
見
渡

す
と
ほ
と
ん
ど
が
緑
だ
と
い
う
こ
と
。
コ
ン
ビ

ニ
も
見
当
た
ら
ず
通
行
者
を
見
か
け
る
こ
と
も

少
な
く
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
。

逆
に
、
佐
那
河
内
村
で
出
会
う
人
出
会
う
人
み

ん
な
が
元
気
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。（
中
略
）

　

３
日
目
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
家
か
ら
数
分

上
っ
た
山
の
斜
面
の
畑
で
作
業
を
し
ま
し
た
。

山
の
斜
面
を
階
段
状
の
畑
に
し
て
そ
こ
に
等
間

隔
に
す
だ
ち
の
木
が
植
わ
り
ト
ロ
ッ
コ
の
レ
ー

ル
が
ひ
か
れ
、
想
像
し
て
い
た
四
国
の
み
か
ん

畑
（
す
だ
ち
で
す
が
）
そ
の
も
の
で
し
た
。
こ

こ
は
、
ま
さ
に
山
の
中
の
大
自
然
、
樹
が
密
集

し
て
い
た
の
で
奥
に
進
む
に
は
枝
を
か
き
分
け

な
い
と
行
け
ず
、
ま
わ
り
は
樹
か
段
差
か
上
の

段
の
生
垣
か
何
か
し
ら
あ
る
の
で
落
ち
着
け
る

場
所
が
な
く
、
始
め
の
う
ち
は
怖
く
て
奥
に

入
っ
て
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
は
に
わ

か
雨
に
も
あ
い
、
自
然
の
厳
し
さ
を
身
を
も
っ

て
経
験
し
ま
し
た
。（
中
略
）
山
の
斜
面
の
畑
の

ほ
か
に
も
、
家
の
裏
手
に
あ
る
坂
の
上
の
畑
や

少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
畑
と
い
く
つ
か
の

点
在
す
る
畑
（
お
話
を
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

ど
こ
の
農
家
さ
ん
も
何
か
所
か
の
畑
を
所
有
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
）
を
管
理
し
、
重
労
働
を

こ
な
し
て
い
く
の
は
か
な
り
の
体
力
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
数
年
し
た
ら
体
力
的

に
作
業
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、

た
っ
た
１
週
間
で
も
十
分
大
変
だ
と
感
じ
た
の

に
、
こ
れ
だ
け
の
作
業
を
し
て
も
収
入
が
足
り

ず
兼
業
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
こ
と
、
農

業
が
抱
え
る
暗
い
側
面
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　

１
日
の
作
業
を
終
え
た
日
の
夜
、
聞
き
取
り

調
査
の
項
目
の
１
つ
「
今
後
の
経
営
の
見
通
し
」

を
尋
ね
た
と
き
に
、
小
谷
さ
ん
ご
夫
妻
に
、
夢

が
あ
る
と
お
話
し
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
あ
と　

年
は
健
康
を
維
持
し

10

て
農
業
を
続
け
、
い
つ
か
農
地
を
手
放
す
と
き

に
は
、
た
だ
放
棄
し
て
荒
地
に
す
る
の
で
は
な
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第106号 

　
こ
の
預
託
金
は
、「
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
」と
寄
せ
ら
れ

た
も
の
で
す
。善
意
に
よ
っ
て
膨
ら
ん
だ
預
託
金
を
元
金
と
し
た
利
子
を
活

用
し
、
地
域
福
祉
事
業
な
ど
の
推
進
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

樫
原
　
　
弘 

様
　
小
西
　
正
治 

様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

… 

金
一
封 

岩
田
　
健
一 

様
　
千
田
　
英
二 

様 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
平
成
21
年
２
月
末
現
在
、
46
人
の
会
員
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
２
６
０
件
の
仕
事
を
こ
な
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
力
仕
事
だ
け
で
な
く
、手
先
の
軽
い
仕
事
ま
で

幅
広
く
応
じ
て
い
ま
す
。　 

　
平
成
21
年
度
に
つ
い
て
も
、
会
員
の
技
能
・
技

術
の
向
上
の
た
め
講
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
仲
間
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

　
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
、あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
詳
し
く
は
、社
会
福
祉
協
議
会
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◆
平
成
20
年
度
　
歳
末
た
す
け
あ
い
事
業
◆ 

　
次
の
皆
さ
ん
を
お
見
舞
い
し
ま
し
た
。 

 

　

・
在
宅
療
養
者
　（
平
成
21
年
２
月
17
日
）・・・
　
24
人 

 

　

・
低
所
得
者
　
　（
平
成
20
年
12
月
20
日
）・・・
　
４
人 

　 

・
母(

父)

子
家
庭
（
平
成
20
年
12
月
20
日
）・・・
　
７
人 

 

　

・
お
せ
ち
料
理
　（
平
成
20
年
12
月
31
日
）・・・
　
５
件 

 

　

・
長
期
入
院
者
　（
平
成
21
年
２
月
19
日
）・・・
　
36
人 

 

　

・
施
設
入
所
者
　（
平
成
21
年
２
月
10
日
）・・・
　
63
人 

 

　

・
施
設
訪
問
数
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　
17
施
設 

 

　
み
な
さ
ん
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

善 

意 

銀 

行 

だ 

よ 

り 

平成21年度　会員募集中！ 

年会費　1,000円 

届
出
済
証
に
事
業
用
と
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
は
除
き
ま
す
。な
お
、昨
年

度
減
免
さ
れ
た
人
も
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

●
手
帳
類

　

身
体
障
害
者
（
戦
傷
病
者
）
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳

●
運
転
免
許
証　
　

●
自
動
車
検
査
証

申
請
期
限

　
　
　

平
成　

年
４
月　

日
（
木
）

２１

２３

問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　

住
民
福
祉
課　

軽
自
動
車
税
担
当

軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽
自自自自自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動動動動動
車車車車車車車車車車車車車車
税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののの
減減減減減減減減減減減減減減
免免免免免免免免免免免免免免
のののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせ

軽
自
動
車
税
の
減
免
の
お
知
ら
せ

　

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
な
ど
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
な
ど
の
税
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

一
人
の
身
体
障
害
者
に
つ
き
１
台
の
み
と

な
り
ま
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

（
１
） 
身
体
障
害
者
、戦
傷
病
者
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
で
、主
に
そ
の
身
体
障

害
者
、戦
傷
病
者
が
運
転
す
る
も
の
。

（
２
） 
身
体
障
害
者（
身
体
障
害
者
・
戦
傷

病
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
）

が
所
有
す
る
軽
自
動
車（
身
体
障
害

者
な
ど
と
生
計
を
と
も
に
す
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
）で
、主

に
そ
の
身
体
障
害
者
な
ど
の
通
学
・

通
院
・
通
所
も
し
く
は
生
業
の
た
め

に
そ
の
身
体
障
害
者
と
生
計
を
と
も

に
す
る
人
が
運
転
す
る
も
の
。

（
３
） 
身
体
障
害
者
な
ど
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、

主
に
そ
の
身
体
障
害
者
な
ど
を
常
時

介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
も
の
。

（
４
） 
そ
の
構
造
が
、主
に
身
体
障
害
者
な

ど
が
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の

　

※ 
（
１
）〜（
４
）に
当
て
は
ま
る
場
合

で
も
、障
害
区
分
な
ど
に
よ
り
減
免

に
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、（
１
）〜（
３
）に
つ
い
て
は
、

自
動
車
検
査
証
ま
た
は
、軽
自
動
車

お
済
み
で
す
か
？

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
３
月　

日
３１

（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限

を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、

本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　

徳
島
税
務
署

　

電
話
６
２
２
�
４
１
３
１

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

さらに便利に使いやすく 
国税電子申告・納税システム 
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ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
は
、 

　
　
　
　
　
　
退
職(

失
職)

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！ 
ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
は
、

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
は
、 

　
　
　
　
　
　
退
職

　
　
　
　
　
　
退
職(

失
職
失
職)

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！ 
ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
は
、 

　
　
　
　
　
　
退
職(

失
職)

に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！ 

こくねんニュース こくねんニュース 

〜
こ
ん
な
に
あ
る
特
例
免
除
の
メ
リ
ッ
ト
！
ま
ず
は
申
請
を
！
〜 

●
　
メ
リ
ッ
ト
１
＝
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ
！ 

 

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較
し
て
、３
分
の
１
と

な
り
ま
す
。 

●
　
メ
リ
ッ
ト
２
＝
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障
！ 

 

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
の
遺
族
年
金
な
ど
、免
除
承
認
期
間
に
つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。 

●
　
メ
リ
ッ
ト
３
＝
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
！ 

 

特
例
免
除
と
は
、通
常
で
あ
れ
ば
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行

い
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。（
配
偶
者
・
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
き
は
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

 通

常

の

場

合 

↓ 

申
請
者
本
人
の
所
得
　
申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得
　
世
帯
主
の
所
得 

特
例
免
除
の
場
合 

↓ 

申
請
者
本
人
の
所
得
　
申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得
　
世
帯
主
の
所
得 

 

★
　
手
続
き
　
　 

 

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。保
険
料
免
除
の
申
請
は
、住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
役
場
へ「
国
民

年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」を
提
出（
郵
送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
役
場
ま
た
は
、

社
会
保
険
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。）ま
た
、こ
の
特
例
免
除
に
つ
い
て
は
、配
偶
者
・
世
帯
主
が

退
職
さ
れ
た
場
合
に
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

★
　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
　
　 

　
①
年
金
手
帳
ま
た
は
、基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
納
付
書
な
ど
） 

 

②
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）　 

 

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格

証
、離
職
票
な
ど
） 

★
　
追
納
の
す
す
め 

　
国
民
年
金
に
は
、追
納
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
10
年
以
内
な
ら
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。追
納
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

に
算
入
さ
れ
ま
す
。ま
た
、免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
は
、当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、お
早
め
に
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。 

国民 
年金 こくねんニュース こくねんニュース 

口座振替 

国民年金保険料は 
納期を守って 
納めましょう！ 
納付には、納め忘れのない 
　　　　　　が便利です。 

　

狂
犬
病
と
は
、す
べ
て
の
ほ
乳
類
が
感
染
す
る
病
気
で
す
。

　

人
も
例
外
で
は
な
く
、発
症
す
る
ま
で
診
断
は
困
難
で
、い
っ
た
ん
発
症

す
る
と
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
確
率
で
死
に
至
る
、と
て
も
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、日
本
で
は
狂
犬
病
予
防
法
を
定
め
、飼
い
犬
に
対
し
て
、

生
涯
一
度
の
登
録
と
年
に
１
回
の
予
防
接
種
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、国
内
の
予
防
注
射
実
施
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。そ
れ
を

解
消
す
る
に
は
、飼
い
主
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

《
登
録
と
予
防
注
射
は
最
寄
り
の
場
所
で
》

◆
実
施
日　

平
成　

年
４
月
８
日（
水
）

21

◆
料　

金　

（
一
頭
あ
た
り
の
費
用
）

　
　
　
　
　

犬
の
登
録　

3 
�
0
0
0
円

　
　
　
　
　

狂
犬
病
予
防
注
射　

3 
�
0
0
0
円

◆場所と時間

時　　間場　　　　　　所

10：00～10：30役 場

宮　

前　

方　

面

10：40～11：00冨 松 明 子 様 宅 横

11：10～11：30朝 宮 神 社

11：40～12：00宮 前 公 民 館

13：10～13：30岡 山 勝 明 様 宅 前

13：40～14：00桜 集 会 所

14：10～14：30長 山 高 明 様 宅 上

14：40～15：00若 宮 神 社

10：00～10：20尾 境 集 会 所

高
樋
・
嵯
峨
方
面

10：30～10：50寺谷生活改善センター

11：00～11：20丸田コミュニティセンター

11：30～11：50徳島市農協佐那河内支所嵯峨出張所前

13：10～13：30天 一 神 社

13：40～14：00佐 々 木 商 店 前

14：10～14：30根 郷 集 会 所

14：40～15：00徳島市農協佐那河内支所高樋事務所前

狂
犬
病
予
防
接
種
と
犬
の
登
録
に
つ
い
て
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４月１日から、救急搬送業務の受託者が替わります。 

徳 島 市 民 病 院  
田 岡 病 院  
水の都脳神経外科病院 
手 束 病 院  
高 木 病 院  
寺 沢 病 院  
松 永 病 院  
協 立 病 院  
中 洲 八 木 病 院  
橘 整 形 外 科  
麻 野 病 院  
中 村 整 形  
川島循環器クリニック 

夜間・休日救急診療の受診方法 
1. 比較的病状が軽い場合（軽傷・軽症）　あらかじめ受診を希望する医療機関に電話をしてから受診するようにしてください。 

2. 病状が重いと判断される場合（中・重症）　速やかに搬送して医療処置を受けられるようにするためにも救急搬送車を活用してください。 

救急搬送車：679-3999

医療施設名 診　療　内　容 所　　在　　地 電話番号 

徳 島 市 夜 間 休 日  
急 病 診 療 所  

内 科 ・ 小 児 科  
（月～土）19：30～23：30 
（日・祝）09：00～17：00、18：00～23：30 
徳島市沖浜東2-16ふれあい健康館1階 

622-3576

総 合 病 院  
総 合 病 院  
外 科  
総 合 病 院  
外 科 ・ 整 形 外 科  
外 科  
整 形 外 科  
内科・呼吸器科・消化器科・循環器科 
内 科 ・ 外 科 ・ 整 形 外 科  
内 科 ・ 外 科 ・ 整 形 外 科  
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科 
整 形 外 科  
内科・呼吸器科・外科・消化器科・循環器科 

徳島市北常三島町2丁目34 
徳島市東山手町1-41-6 
徳島市北島田町1丁目45-2 
名西郡石井町石井字石井434 
徳島市昭和町7丁目37 
徳島市津田西町1丁目2-30 
徳島市南庄町4丁目63-1 
徳島市八万町橋本92-1 
徳島市中洲町1-31 
徳島市寺島本町西2丁目37-1 
名西郡石井町石井字石井231-1 
徳島市南二軒屋町1丁目1-16 
徳島市北佐古一番町1-8

622-5121 
622-7788 
632-9299 
674-0024 
625-8353 
662-5311 
632-3328 
668-1070 
625-3535 
623-2462 
674-2311 
652-1119 
631-7711

　救急医療は緊急事態に備えるためのもので、限られた医療スタッフで運営されています。できるだけ医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。 
　時間外受診を避けるためには、日頃から何でも相談できるかかりつけ医を持ち、早めの受診を心がけましょう。 

　救急搬送業務が、有限会社佐那河内観光タクシー（代表取締役；山田正雄さん）から、 
有限会社すだち観光（代表取締役；荒河梅子さん）に替わります。 
　それに伴い、電話の移転工事を行います。 
４月１日午前中は、救急電話６７９－３９９９は、不通となります。 
４月１日午前中の救急依頼は、６７９－２１１３（総務企画課）でお受けします。 
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。 
　なお、４月１日午後からは、 
搬送車待機場所　佐那河内村下字ウチウ　(有)すだち観光　車庫 
電　話　番　号　６７９－３９９９（変更ありません）となります。 

浄化槽一斉調査のお知らせ 
　村内全域で浄化槽の設置状況を確認するため、徳島県が調査を実施します。 
　期間中、県の依頼を受けた（社）徳島県環境技術センターの調査員が村内全域を訪問し、浄化槽の
設置の有無や維持管理状況などについてお尋ねします。ご協力をお願いします。 
　　　　　実施期間　平成21年3月24日（火）～3月27日（金） 
　　　　　問 合 先　産業建設課・（社）徳島県環境技術センター　電話６３６－１２３４ 
　　　　　　　　　　徳島県環境局環境整備部 ゴミゼロ推進室　  電話６２１－２２７９ 

備　　考とき・ところ行　　事　　名曜日

�  適宜
� 適宜
� 村内全域

第38回河川一斉清掃日12

� 直通ダイヤル �679-2432
�  9：00～12：00
� 農振センター2階（小和室）

心配ごと相談
人権擁護相談月13

死亡おくやみ申し上げます（敬称略） 結婚おめでとうございます（敬称略）

個人情報に関する内容のため削除しています
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情 報 ボ ッ ク ス マークの見方 
…時間 時 
…持ち物 持 

…場所 所 …対象 対 
…問い合わせ先 問 

備　　考とき・ところ行　　事　　名曜日

� 医師から運動制限を受けて
いない概ね65歳以上の人

�  運動しやすい服装

� 13：30～15：30
� 根郷集会所

いきいき体操教室月３/  
16

� 10：30～11：00（受付）
� 農振センター

離乳食講習会火17

� 13：15～13：30（受付）
� 農振センター

1歳児・2歳児歯科・栄養相談

� ９：00～14：00
� 農振センター

ふれあい昼食会水18

� ９：00～
� 役場3階議場

３月定例議会（一般質問）

� ９：00～
� 役場3階議場

３月定例議会（表決・閉会）木19

� 健康づくりに関心のある人
�  材料代200円、米１合、エ
プロン、筆記用具など

�  9：30～ 9：45（受付）
� 農振センター1階（会議室）

健康料理教室

� 生活習慣病に関心のある
人

� 13：00～15：00
� 農振センター2階（小和室）

栄養健康相談

� 直通ダイヤル �679-2432
�  9：00～12：00
� 農振センター2階（小和室）

心配ごと相談・行政相談
特別相談月23

　   寺谷生改センター 10：00～11：00
　   保健センター　　 13：30～14：00
　   根郷集会所　　　 14：15～14：40

健康相談火24

春休み　～4／7まで� 小中学校体育館
佐那河内小中学校
修了式・離任式

� 10：00～
� 保育所

保育所修了式水25

� 10：00～
� 小学校体育館

戦没者追悼式金27

�  �679-2217
  　ＩＰ 5030

� 10：00～
� 保育所

保育所入所式月4/  
６

　   桜集会所　　　　10：00～11：00
  　 宮前公民館　　　11：15～11：40
  　 嵯峨生改センター  13：30～14：30
  　 嵯峨老人憩の家　14：40～15：20

健康相談火7

� 小中学校体育館
佐那河内小中学校
始業式・着任式水8

� ９：40～11：00
� 小学校体育館

佐那河内小学校入学式木9

� 14：00～
� 中学校体育館

佐那河内中学校入学式

◎後期高齢者医療保険料（第８期分）の納期です！お忘れなく！
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村
内
の
皆
さ
ん
に「
２
つ
の
誘
い
」 

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

No.154

●３/20［金・祝］９時～16時 

　早春の森ウオッチング（古田山） 

●３/22［日］10時～15時 

　津乃峰山自然観察会 

●４/５［日］10時～15時 

　探虫会「夏の虫探し」 

●４/12［日］10時～15時 

　高原で草餅づくり 

今月の自然観察会(要予約)

■お申し込み・お問い合わせ先 
ネイチャーセンター（℡.679－2238） 

村
内
の
皆
さ
ん
に「
２
つ
の
誘
い
」 

 

・
カ
タ
ク
リ
見
学
会 

　
日
　
時
　
５
月
２
日（
土
）10
時
〜
14
時 

 

「
カ
タ
ク
リ
」（
ウ
バ
ユ
リ
と
ま
ち
が
え
や

す
い
）
が
旭
ケ
丸
に
あ
る
こ
と
は
ご
ぞ
ん
じ

で
す
ね
。
こ
れ
は
１
万
年
も
前
の
氷
河
期
の

置
き
み
や
げ
。
こ
ん
な
大
き
な
群
落
が
身
近

に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
佐
那
河
内
が
自
然
豊

か
で
あ
る
証
で
、村
の
大
き
な
宝
で
す
。こ
の

時
期
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、

ト
ク
シ
マ
コ
バ
イ
モ
な
ど
貴
重
な
草
花
が
次
々

と
咲
き
、
オ
オ
ル
リ
や
ク
ロ
ツ
グ
ミ
な
ど
野

鳥
も
さ
え
ず
り
、に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。こ

の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
大
い
に
味
わ
い
、

雄
大
な
風
車
群
も
見
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

村
の
、
ひ
い
て
は
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

・
オ
カ
リ
ナ
入
門
講
座（
連
続
も
の
） 

　
日
　
時
　
５
月
６
日（
水
・
休
日
）10
時
〜
15
時 

　
　
　
　
　
６
月
13
日（
土
）　     

10
時
〜
15
時 

 

場
　
所
　
中
央
運
動
公
園
２
Ｆ 

 

講
　
師
　
飯
田
　
緑
さ
ん
（
徳
島
市
） 

 

受
講
料
　
無
料
。
オ
カ
リ
ナ
約
６
０
０
０
円

と
本
代（
希
望
者
）は
自
己
負
担
。  

　
申
込
み
　
４
月
10
日
ま
で
に
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
へ（
月
曜
日
は
休
館
）  

　
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
は
や
さ
し
く
、
ど
こ
で

で
も
、特
に
自
然
の
中
で
吹
く
と
楽
し
く
、癒

さ
れ
ま
す
。
大
川
原
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
の
仲

間
入
り
さ
れ
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　(

東
） 

仲野　颯平（なかの　そうた） ちゃん 
　　　　平成19年７月27日生（１歳） 
パパ・節 さん　ママ・真由美 さん（墓ノ久保） 

毎日元気いっぱいもっともっと大きくな～れ！ 

パパ・ママより 

い
ざ
な 

谷渕　遥紀（たにぶち　はるき） ちゃん 
　　　　平成17年２月５日生（４歳）右 
　　　愛梨（たにぶち　あいり） ちゃん 
　　　　平成14年５月13日生（６歳）左 
パパ・栄治 さん　ママ・忍 さん（仕出） 

弟思いのあいりちゃん　卒園おめでとう！ 

お姉ちゃんが大好きなはるきくん 

　　　　　　　　　　　進級おめでとう！ 

パパ・ママより 

,

わが家のアイドル（最終回） 

ご協力いただいたすべてのみなさん、ありがとうございました。 


